
学 会 記 事

第 8 9 回新潟内分泌代謝同好会

日 時 平成21年 5月30日 (上)

会 場 )]一代シJL′ー ホテJL 5階

｢昭和の 間｣

I.一 般 演 題

1 日常臨床で遭遇した亜急性甲状腺炎の2例
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症例は58歳,女性.

E主訴および現病歴】倦怠感,10kgの体重減少,

畷気,軟便が09年3月17日よりあり,近医で加

療するも症状続き,3月25日当科初診.

【現症】血圧 128/68mmHg,脈拍 103/分 ･整,

体温36.9℃.

【頚部ヨ表面弾性硬の白発病 目玉痛を伴う甲状

腺腫を触知.眼球突出なし.胸腹部異常なし.辛

指振戦と湿潤を認めた.

【初診時検査所親 cRP0.92,wac5,100,AST

280,ALT210,Fyr320,Frall,TSH0.1,TRAb
42.60/0,TGPAIOO未満,MCPA1,600倍.

E甲状腺エコ-】甲状腺はびまん性に腫太し,症

痛のある部位で低エコーは認めなかった.

【家族歴】特記すべきことなし.

【既往歴】oヨ牛,乳がん手術施行.

【臨床経過】甲状腺機能TL進症に対してインデ

ラル60mg/冒,プレドニン30mg/日の投与開始

後,速やかに甲状腺腫および諸症状は改善したが,

FT3,FT4,TRAbが高いことよりバセド-病とし

てプレドニンの漸減およびメルカゾ-ル 投 与に切

り替えたところ症状の再発を認め,現 在 3剤にて
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軽快している.

監問題点】バセドー病に亜急性甲状腺炎の合併

は亜急性甲状腺炎に特徴的なHLA-B35は陰性

であったことから考えにくい.むしろ亜急性甲状

腺炎に類似した病態を望した橋本病急性増悪型が

合併した可能性もあり,今後ステロイド離脱困難

例になっていくのか甲状腺機能を注意深く観察す

る予定である.

2 極めて急速な経過をたどった副甲状腺機能瓦

進症の 1例
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3 副甲状腺機能瓦進症に対する定位放射線治療

の試み
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-l 人間ドックで発見された副腎腫癌

小笠原美代f･･渡辺由加里 ･小杯 明美
l叫*L7;-.汗-･粕川恒tI!_J'-･高橋 拍 J'･

相冊ゆかり･新妻 伸 J_

プラ-力健康増進センター

【目的】これまで発見された副腎腫癌の多くは

偶発発見腺癌 (incidentaloma)と呼ばれている
が,その頻度その他について調査した.

【対象】1995年6円から2009年3月までに胸部

CT検査を受診 した総件数 32,銅0件,実人数

16,068乳 息7歳男性から94歳女性までを含み,

平均年齢は51.6±10.0歳であった.これらを対


